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釜口水門の更新工事を見学しました

ヒシ堆肥の贈呈と学習会を行いました

現在の釜口水門（2代目）は昭和63年の運用開始以来、
経年劣化による老朽化により、平成21年度から段階的な更
新工事・修繕が行われてきました。今回は諏訪湖からの放
流量を調節するゲート開閉装置の更新と、ゲートを支える
両脇のコンクリート製の柱の耐震化工事が行われています。

「第９回 川ごみサミットin諏訪湖」が開催されました
（全国川ごみネットワーク）

治水の観点から、工事は11月から３月までの渇水期に
行われます。第１ゲートをR５年度、第３をR６、第２をR７と、
ゲートごとに年度を分けて行い、工事中は残り２つのゲー
トで放流量を管理するそうです。
現在工事中の部分では、諏訪湖の水を堰き止めて作業
をしており、普段は諏訪湖の水で覆われ見えないところ
（ゲート敷き部分）を見学することができました。

諏訪湖の水をせき止める仮設ゲート 普段は諏訪湖の水で覆われている箇所

釜口水門の概要図

令和５年１１月１８日（土） 岡谷市諏訪湖ハイツを会場とし
て「第９回 川ごみサミットin諏訪湖」が開催されました。諏訪
地域での開催は５年ぶりとなりますが、県内外から約１００名
の参加があり、河川湖沼のごみに関する発表や意見交換が
行われました。今回は２部構成となっており、第１部ではこの
諏訪湖での川ごみ対策への取組を中心とした発表が行われ
ました。諏訪湖周の小中学生の皆さんからの発表もあり、そ
れぞれが工夫を凝らし、熱い気持ちの入った発表は諏訪湖
の明るい未来を感じさせる内容でした。また、諏訪湖創生ビ
ジョン推進会議の事業として行っている「諏訪湖まるまるゴミ
調査」についても、これまでの調査の分析結果を発表し、微
細なプラスチックが大半を占めているという諏訪湖の状況を
多くの方に伝えることができました。

第２部は、「川のマイクロプラスチック[見えないごみ]を考
える」をテーマとして全体討議を行いました。四日市大学の千
葉教授から徐放性肥料、環境ジャーナリストの栗岡氏から人
工芝に関する問題提起があり、行政の立場から国土交通省
水管理・国土保全局 河川環境課より報告を頂きました。

翌日はエクスカーションの一環として、下諏訪町諏訪湖浄
化推進連絡協議会の清掃に参加し、水辺のごみ調査を実施
しました。今回のサミットでも話題になりましたが、諏訪湖のま
わりには数多くの細かなごみがあります。調査後にグループ
ごとに話し合い、感じたことを発表することで、参加者の皆さ
んは、諏訪湖が直面しているマイクロプラスチックの問題を改
めて認識することができたようです。

視認しにくい細かなごみの対策
として具体的な取組を行っている
方はまだ多くはないと思います
が、どんな影響があるのか、どう
すればよいのか等を業界団体の
皆様も含めそれぞれの立場で考
えるきっかけになったと思います。

諏訪湖のごみは随分と少なく
なってきましたが、ごみがなく
なったわけではありません。細
かくなったごみに気が付いてい
ないだけなのです。今回のサ
ミットや諏訪湖まるまるゴミ調査
等を通じて、このことに気が付き、
取り組みにつなげていただくこ
とが、より良い水辺の環境をつくる第一歩になると思っていま
す。今後も、皆さんと力を合わせ、諏訪湖から川のごみ、海の
ごみをなくすための活動を続けていきたいと思います。

諏訪湖と富士山を背景にゴミ調査

栗岡先生による講演

会場の様子 発表を行った小学生のみんな

諏訪湖のヒシを刈り取って堆肥化し、地元小中学校等で
利用する事業を令和３年度から実施しており、本年度も諏
訪管内47の小中学校、養護学校に堆肥を配布しました。
令和５年11月21日には、小中学校を代表して、諏訪市立
豊田小学校、諏訪市立上諏訪中学校でヒシ堆肥の贈呈式
を行いました。児童、生徒の皆様には、学校の畑、花壇等
で堆肥を利用する体験を通して、諏訪地域の環境保全や
資源の地域循環について学んでいただきたいと考えてい
ます。また、贈呈式の後には、ヒシの特性や堆肥化によるメ
リット、諏訪湖に生息する希少なトンボ「メガネサナエ」など
について解説しました。ヒシの実やメガネサナエの羽化殻の
実物にも触れていただき、関心を持っていただけたのでは
ないかと思います。
ヒシ堆肥は、諏訪地域におけ
る環境イベント等でも配布し、
地域住民の皆様にも環境保全
や資源の地域循環に関心を持
っていただくことができました。
ヒシの刈り取りや利活用、メガ
ネサナエの保全に向けた取組
は、令和６年度も実施する予定
ですので、引き続き皆様にご協
力いただくとともに、諏訪湖の
環境改善に向けた地域での活
動にもぜひご参加いただけれ
ばと思います。

ヒシの堆肥を贈呈

ヒシの実などの観察の様子


